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ジ
エ
ン
ベ
た
た
く
と

ほしやま・まりこ多賀城市出身。聖ウルスラ学院高を卒業
後、1995年にオーストラリアに留学。2000年に帰国し、宮l成県
内で開かれた各捌運イベントで通訳を務めた。タイで音楽関係の
イベントを開催したり、フィリピンのセブ島でファッションシ

ョーを含むコンテストを主催したりもした。ドラムカフエジヤ
パンの連絡先は022（738）9511。

カ
フ
ェ
の
神
髄
を
知
る
。
そ
な
わ

が
き
っ
か
け
で
同
年
８
月
、
ド
ラ

ム
カ
フ
エ
ジ
ヤ
パ
ン
を
設
立
し

た
。

「
日
本
で
の
知
名
度
は
低
い
の

で
す
が
、
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
か
ら
、

大
手
企
業
の
研
修
に
至
る
ま
で
、

依
頼
が
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
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な
ぜ
、
仙
台
を
拠
点
に
？

「
残
念
な
が
ら
こ
こ
数
年
、
東

北
、
宮
城
、
仙
台
の
景
気
は
よ
く

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
元
気
の
源
を
地
方
か
ら

発
信
し
た
い
と
思
う
の
で
す
」

ド
ラ
ム
カ
フ
エ
の
ル
ー
ツ
を
踏

ま
え
、
こ
う
話
す
。

「
組
織
の
中
で
、
健
全
な
ぶ
つ

か
り
合
い
は
良
い
化
学
反
応
を
生

み
出
す
は
ず
で
す
。
南
ア
発
祥
の

会
社
で
す
が
、
日
本
人
と
日
本
企

業
が
パ
ワ
ー
を
取
り
戻
せ
る
よ

う
、
お
役
に
立
て
れ
ば
い
い
と
考

え
て
い
ま
す
」報
道
部
・
末
永
秀
明

写
真
部
・
坂
本
秀
明
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す
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い

Ｉ
Ｉ
１
１
ｌ
１
ｌ
１
１
ｌ
－
る
。

？
’
一

一
１
１
一
一

一
‐
ノ
．

ジ
エ
ン
ベ
を
た
た
く
こ
と
で
何

が
変
わ
る
の
？

「
ド
ラ
ミ
ン
グ
は
人
を
筆
顔
に

し
、
仲
間
を
感
じ
て
相
手
を
尊
重

し
、
み
ん
な
で
感
動
を
作
り
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

組
織
の
中
で
は
そ
れ
ぞ
れ
が
、

立
漫
弼
磯
能
と
い
っ
た
目
に
見
え

な
い
力
に
支
配
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
を
駆
り
除
き
、
人
と
し
て
真
の

関
係
を
築
こ
う
と
い
う
手
法
た
。

「
ド
ラ
ム
を
使
っ
て
演
奏
し
、

一
度
で
も
互
い
に
仲
間
と
し
て
尊

重
す
る
気
持
ち
を
感
じ
る
こ
と
が

答

東
北
外
語
観
光
専
門
学
校
（
仙

一
台
市
青
葉
区
）
で
肥
日
、
西
ア
フ

リ
カ
で
伝
統
的
に
使
わ
れ
て
い
る

片
面
太
鼓
「
ジ
エ
ン
ベ
」
の
音
が

鳴
り
響
い
た
。

演
奏
す
る
生
徒
や
教
師
ｂ
は
、

ガ
イ
ド
役
の
リ
ー
ド
で
た
た
く
勢

い
に
強
弱
を
つ
け
る
。
は
に
か
ん

で
い
た
生
徒
わ
の
表
情
は
、
笑
顔

に
包
ま
れ
た
。
初
め
は
ア
ッ
プ
テ

ン
ポ
な
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
い
く
の

が
や
っ
と
で
も
、
次
第
に
息
が
合

い
、
ば
ら
ば
ら
だ
っ
た
ジ
エ
ン
ベ

の
響
き
は
一
つ
に
な
っ
て
い
た
。

生
徒
の
中
に
は
就
職
活
動
に
励

む
人
も
い
る
。
「
す
っ
き
り
し
た

と
い
う
か
、
玄
」
く
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
で
き
た
」

ド
ラ
ム
カ
フ
エ
は
こ
ん
な
ド
ラ

ミ
ン
グ
の
魅
力
を
通
し
て
、
組
織

に
必
要
な
人
間
関
係
の
構
築
（
チ

ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
）
を
手
助
け
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で
き
た
わ
、
必
ず
実
務
の
場
で
も

生
か
せ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
』

ド
ラ
ム
カ
フ
エ
の
発
祥
は
、
南

ア
フ
リ
カ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
。

ウ
オ
ー
レ
ン
・
リ
ー
ベ
ル
マ
ン
氏

が
、
１
９
９
６
年
に
創
設
し
た
。

「
ド
ラ
ム
カ
フ
エ
の
誕
生
は
、

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
（
人
種
隔
離
）

政
策
の
完
全
撤
廃
（
弘
年
）
と
密

接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
ん
で
す

よ
」
当
時
、
平
等
雇
用
を
導
入
し
始

め
た
南
ア
の
企
業
の
多
く
は
、
肌

の
色
や
人
種
の
違
う
人
同
士
が
一

緒
に
働
け
る
環
境
づ
く
り
に
頭
を

悩
ま
せ
て
い
た
。
互
い
に
理
解
を

深
め
、
尊
重
し
合
う
こ
と
を
体
感

で
き
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
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笑
顔
こ
ぼ
れ
る

仲
間
生
ま
れ
る

ド
ラ
ム
カ
フ
ェ
ジ
ャ
パ
ン

最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
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い
た
。
以
来
、
言
葉
を
使
わ
な
い
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
チ
ー
ム
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
広
が

っ
た
。
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
元
米

大
統
領
員
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
た

ち
も
ド
ラ
ミ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い

る
。
し
か
し
、
日
本
で
の
歴
史
は

浅
い
。
ウ
オ
ー
レ
ン
氏
が
２
０
０
９
年

５
月
、
体
感
型
ド
ラ
ム
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
「
ド
ラ
ム
ス
ト
ラ
ッ
ク
」

の
開
催
に
向
け
て
仙
台
市
を
訪
れ

た
際
に
通
訳
を
務
め
た
。

「
こ
の
時
、
『
日
本
で
や
っ
て

み
な
い
か
』
と
声
を
掛
け
わ
れ
ま

し
た
」
翌
月
、
南
ア
に
赴
き
、
ド
ラ
ム

夕 刊


